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研究成果の概要（和文）：本研究は，デザインプロセスにおける創造性育成のための技術教育におけるSTEM教育
プログラムの開発とそれを担う教員の養成・研修プログラムの提案を目的とする。デザインプロセスにおける創
造性を育てるためのSTEM教育カリキュラムについて，資料収集・観察を通して想定される創造性の習得基準、
STEM教育としての視点について明らかにし、技術教育におけるSTEM教育プログラムの開発の示唆を得た。その結
果、本研究では創造性の初期段階であるmini-cの育成を目的とした教員研修に関わるワークショップを開発し
た。教員研修を実施した結果，段階的にアイデアを創出させることで，アイデアの数が増えることが示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a STEM education program in 
technology education for fostering creativity in the design process and to propose a training and 
development program for teachers who will be responsible for this program. Regarding the STEM 
education curriculum for fostering creativity in the design process, I clarified the criteria for 
the acquisition of creativity and the perspective as STEM education assumed through data collection 
and observation, and obtained suggestions for the development of a STEM education program in 
technology education. As a result, this study developed a workshop related to teacher training aimed
 at fostering mini-c, the initial stage of creativity. 
The results of the teacher training suggested that having teachers generate ideas in stages would 
increase the number of ideas.

研究分野：教科教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
米国では，STEM教育への関心は2000年頃から始まり、近年、その関心はますます高まっている。また諸外国でも
STEM教育の推進が図られているが、日本ではまだ何をどのように実施すれば良いか明確にされていない。本研究
の推進の結果、STEM教育に関する教員研修プログラムの開発（誰が）、技術教育におけるエンジニアリングデザ
インプロセスでの実施可能性（どこで）、創造性育成の検証（何を）にについて実現可能性を示すことができ
た。今後、日本の学校教育にSTEM教育が実装される過程において本研究は一定の学術的意義を示すことができ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 米国をはじめとする諸外国では、VUCA社会の中で、学問領域を超えた学際的な教育の必要
性が唱えられている。その中で、Science, Technology, Engineering, Mathematics 分野を統合した
STEM概念が生み出され、STEM教育の推進が進められている。米国では，STEM教育への関心
は 2000年頃から始まり、近年、その関心はますます高まっている。 
(2)国内において，STEM教育に関する研究は，科学や数学が，どのように工学や技術の要素を取
り込むかという視点での研究が中心であり，工学や技術の立場からの研究は少ない。技術教育に
おいて，STEM教育があまり注目されていない理由として，STEM教育の教育アプローチが技術
教育のものと類似しており，STEM 教育が新しいものではないと捉えられている点が考えられ
る。 
 
２．研究の目的 
本研究は，デザインプロセスにおける創造性育成のための技術教育における STEM教育プロ
グラムの開発とそれを担う教員の養成・研修プログラムの提案を目的とする。 
 
３．研究の方法 
   (1)デザインプロセスにおける創造性を育てるための STEM教育カリキュラムについて，関係
者への聞き取り・資料収集・観察を通して以下の 3点を明らかにする。A)教育のコンテンツ：設
定される教育課題，教育の対象，具体的な活動内容など。B)想定される創造性の習得基準：STEM
教育実践を通して，達成させようとする創造性の習得基準の設定，「コンピテンシー」と評価規
準の関連，C) STEM教育としての視点：従来の科目と STEM教育としての教育の相違点。研究
対象は，創造性の育成をねらいとする STEM 教育実践を実施する小中高の全ての学校段階を対
象とし，実施する教科枠組みも限定しない。可能であれば，これら多様な教育実践を分類分けす
る。 
  (2)技術教育における STEM 教育プログラムの開発：プログラム調査結果を踏まえて，技術
教育における STEM教育プログラムを開発する。 
 
４．研究成果 
(1)創造性に関する本研究の射程 

カウフマンとベゲット
は，創造性を社会レベルの創造性か
ら個人レベルの創造性まで，4つの
発達段階に分けて定義した 4Cモデ
ル（表 1）を提唱している。4Cモデ
ルの特徴は，創造性を天才が持つ優
れた創造性（Big-C）から創造的活
動の初期段階の創造性（mini-c）ま
で網羅的に定義しているところである。mini-cとは，経験・活動・事象に対して個人的に意味の
ある新しい解釈をすることと定義され，すべての人が持つ特定の社会文化的な文脈内での個人
的な知識や理解を構築する動的，解釈的なプロセスを強調している。mini-c に注目することで，
これまで成果物中心の評価では創造的だと評価されなかった人々の活動においても創造性を見
出すことができ，創造性を育む活動の裾野を広げることができると考えられている。そこで，本
研究では創造性の初期段階である mini-c の育成を目的とした教員研修に関わるワークショップ
を開発した。 

 
（2）創造性に関わる 3段階の教員研修プログラム開発 

GIGAスクールを背景とした教員研修では，タブレットを利用した創造性を育むための
ワークショップは需要があると考えた。そこで本研究では，育む創造性を 4C モデルにおける，
創造性の初期段階である mini-cに設定し，
mini-c を育むためのワークショップの開発
を行なった。そこで，mini-cの段階を 3段
階（図 1）に分けて，それぞれの段階に応
じた 3種類のワークショップを開発するこ
とで，より具体的な狙いを持ったワークシ
ョップを提案できると考えた。 
 １つ目は，0からmini-cへとい
う段階として，アイデアを膨らませる活
動を通して，参加者が解釈を働かせるこ
とを体験するワークショップを設定し

表 1 創造性の４の発達段階 

 

図１ ３つのワークショップとmini-c との関係 



た。アイデアを膨らませるテーマは「創造的なえんぴつの使い方」にした。理由，「◯◯を
創造的に使う」について考えるためには，思いつきや新規の工夫が必要であり，◯◯は誰も
がよく知っているもので且つシンプルなものが良いと考え対象は「えんぴつ」にした。 

2つ目は，mini-cを育むという段階として，アイデアを形にする活動についてタブ
レットを活用したロゴマーク制作を通して体験するワークショップを設定した。このワー
クショップのポイントは，自分が使いたくなるようなロゴマークをつくるというところに
ある。 

3 つ目は，little-c を見据えてという段階として，他者を意識した活動についてタ
ブレットを活用したアニメーションの予告編制作を通して体験するワークショップを設定
した。このワークショップのポイントは，予告編の役割である他者が見たくなるような映像
をつくろうとするところにある。 
 
（3）教員研修による実践 

0からmini-cへという段階と
して，アイデアを膨らませる活動につ
いて，実際に高校の教員研修の場で，3段
階によるアイデア創出のワークショップ
を実施したところ 29 名中 18 名が，アイ
デアの数が多くなっていることが確認できた。段階的にアイデアを創出させることで，アイデア
の数が増えることが示唆された（図 2）。本ワークショップの感想では，「新しいアイデアが出や
すい問いというものは存在するのだなと改めて思った」「解釈というか枠組みを作ることで考え
やすくなることが実感できた」などの意見が見られた。このことから，意識的に解釈をするプロ
セスを設けることは，アイデアを膨らませることにおいて有効であることが示された。 

 
（4）エンジニアリングプロセスにおける中学生の創造
性に関する実態 

「新しいことを考えること、新しいものを生
み出すこと」の自由記述における総抽出語数は、10,833
語であり，このうち、出現回数が 12 回以上の語は 38
語であった。この抽出された 38語から共起ネットワー
クを作成した。共起ネットワークは、比較的強く結び
ついている語のグループとして 6グループ検出され、
それぞれに Aから Fまでの名称をつけた（図 3）。グル
ープ Aでは、「自分」、「考える」、「作る」、「楽しい」な
どの語からネットワークを形成していることから「主
体的創造による充実感」とした。以下同様に，グルー
プ B は「他者評価による創造的態度」，グループ C は
「課題解決による創造的態度」，グループ D は「基本
的な創造的態度」，グループ Eは「手法による創造的態
度」，グループ Fは「表現へ向かう創造的態度」と命名した。 

6 つのグループを外観すると自律的な方向性を持つ創造的態度；グループ A，C，D， 
E，他律的な創造的態度；グループ B，
F と二つの方向性に分けて分析でき
る。また，デザインプロセスに照らし
て，6つ創造的態度を割り当てると図 3
のように位置付けられる。「Establishing 
about the concept or needs」の段階から
発現するものが 4 つ，「Testing and 
Evaluating」から発現するものが 2つだ
と考えると学習段階に, この枠組みを
組みこむこともできる。 
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図 2 アイデア創出のプロセス 

 

図 3 共起ネットワークの結果 

 

図 4 エンジニアリングプロセスと創造性の発現 
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